
ら
始
ま
っ
た
も
の
）
と
、
大
が
か
り
に
な
り
、
遂
に
は
、
百
講
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
は
、
三
巨
座
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

百
座
の
講
を
、
三
回
引
き
続
い
て
、
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
法
華
ハ
講
は
、
上
代
に
お
い
て
も
、
盛
ん
に
、
催
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

　
『
三
代
実
録
』
の
貞
観
入
年
（
八
六
六
）
九
月
二
十
五
日
に
は
、

　
遣
使
於
柏
原
深
草
山
陵
、
告
以
配
流
善
男
等
、
深
草
御
陵
告
文
日
：
：

大
　
　
隆

上
平
生
肉
奉
仕
礼
留
、
又
毎
年
別
入
講
公
平
設
犬
…
…
…

と
あ
る
。
そ
の
外
『
日
本
紀
略
』
等
を
は
じ
め
、
多
く
の
史
書
に
、
法

華
ハ
講
の
記
事
は
、
散
見
さ
れ
る
。
又
公
家
の
日
記
に
も
、
多
く
見
え
て

い
る
。
『
本
朝
文
粋
』
に
は
、
犬
汗
疹
時
（
汗
納
言
）
作
の
「
朱
雀
院
披

修
御
ハ
講
願
文
」
を
、
の
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
願
文
が
文
章
と

し
て
、
優
れ
て
い
る
か
ら
で
、
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
か
ら
し
て
も
、
法
華
ハ
講
が
、
か
な
り
頻
繁
に
、
実
施

さ
れ
て
い
た
事
が
、
解
る
。
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中
古
日
記
に
み
え
る
、
唱
導
儀
式
と
、
そ
の
う
け
と
り
方
（
其
二
）

｜

『
中
右
記
』
に
み
え
る
、
法
華
八
講
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
法
華
八
講
は
、
『
法
華
経
』
を
、
一
日
に
二
座
（
朝
座
と
夕
座
）
と
に
、

分
け
て
四
日
間
で
講
ず
る
、
講
会
で
あ
る
。
こ
の
講
に
つ
い
て
は
、
周

知
の
よ
う
に
、
『
三
宝
絵
詞
』
の
動
操
の
話
に
、
出
て
い
る
、

　
年
毎
の
忌
日
に
も
、
今
日
の
八
人
力
を
合
て
、
其
日
を
を
は
り
に
あ
て

　
て
、
四
日
講
を
修
し
て
ハ
巻
の
経
を
説
む
。
名
を
ば
同
法
八
講
と
い

　
ひ
て
、
年
毎
に
か
か
し
。

　
こ
れ
を
、
「
石
淵
寺
の
ハ
講
」
と
言
い
、
代
々
伝
え
た
と
あ
る
。
空
海

の
『
性
霊
集
』
に
は
、
勤
操
に
つ
い
て
、
「
ハ
座
の
法
華
を
講
ず
る
こ
と

三
百
全
会
」
と
も
あ
る
。
ま
た
、
普
門
院
に
蔵
し
て
い
る
、
絹
本
着
色

の
勤
操
の
絵
像
を
み
る
と
、
躍
動
感
に
溢
れ
て
お
り
、
説
教
を
し
て
い

る
様
子
が
、
し
の
ば
れ
る
。
勤
操
と
ハ
講
と
の
結
び
付
き
は
、
充
分
に
、

頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
法
華
ハ
講
は
、
後
に
な
っ
て
、
十
講
・
三
十
講
（
藤
原
道
長
の
頃
か

安
　
　
束



　
扨
て
、
こ
こ
で
は
、
『
中
右
記
』
に
み
え
る
法
華
ハ
講
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
二
）

　
　
『
中
右
記
』
に
、
出
て
く
る
法
華
ハ
講
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
寛
治
二
年
六
月
十
九
日

○
寛
治
二
年
十
一
月
三
十
日

○
寛
治
四
年
五
月
二
十
六
日

〇
寛
治
六
年
五
月
五
日

○
寛
治
七
年
十
一
月
二
十
九
日

○
寛
治
七
年
十
二
月
四
日

○
志
保
元
年
五
月
二
日

○
嘉
保
元
年
五
月
六
日

○
高
禄
二
年
十
一
月
十
二
日

　
　
　
－

太
后
披
行
ハ
講

　
　
－

御
堂
御
ハ
講
初
也

於
法
勝
寺
女
院
令
修
ハ
講
御
、

今
日
円
宗
寺
例
御
ハ
講
終
也
、

　
　
　
－

法
成
寺
御
ハ
講
初
也

　
　
　
　
－

今
年
御
堂
御
ハ
講
講
師
、
殿
下

・
寛
真
僧
都
可
披
勤
仕
也
、
而

依
大
衆
乱
逆
事
、
俄
以
辞
退
、

於
花
山
院
、
為
源
有
相
府
一
家

　
　
　
－

合
力
披
行
ハ
講
、
午
時
評
着
束

帯
之
次
、
先
行
向
治
郎
聯
御
許

　
　
　
　
　
　
　
　
－

…
…
…
関
白
殿
依
可
令
渡
披
ハ
講

結
、
…
…
…

　
　
　
－

未
時
許
ハ
講
結
願
、
大
殿
以
下

済
々
連
座
、
朝
座
講
師
已
講
永

禄
問
答
之
間
、
已
及
大
事
、
永

超
円
禅
僧
都
等
沙
汰
問
答
ド
水

練
論
議
之
休
、
已
人
幽
興
、
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
－

今
明
両
日
於
京
極
殿
披
御
ハ
講
、

去
月
廿
四
日
披
講
五
部
大
乗
経

○
嘉
保
二
年
十
一
月
十
三
日

〇
半
長
元
年
五
月
七
日

○
末
長
元
年
十
一
月
掛
日

○
永
長
元
年
十
二
月
四
日

〇
承
徳
元
年
十
二
月
三
日

○
承
徳
二
年
十
二
月
一
日

○
康
和
四
年
十
月
廿
九
日

○
康
和
四
年
十
二
月
朔
日

之
処
、
依
延
暦
寺
大
衆
乱
発
事

延
引
也
、
…
…
…

　
－
御
八
講
桔
顕
者
、
参
関
白
殿
：
＝

今
日
後
三
条
院
御
国
忌
、
依
例

円
宗
寺
有
御
ハ
講
、
上
郷
治
郎

郷
、
左
少
弁
有
信
行
事
、
明
日

結
願
也
、

　
　
　
－

御
堂
御
ハ
講
初
也
、

今
日
法
成
寺
ハ
講
結
願
也
、

晩
頭
参
法
成
寺
、
是
依
御
ハ
講

間
也
、
大
殿
参
御
、
公
卿
七
八

入
許
参
集
、
講
師
増
珍
已
庸
、

朝
夕
庸
子
後
有
天
台
堅
儀
、
堅

者
仁
証
、
・
…
…
…
探
題
権
大
僧
都

慶
朝
、
一
問
阿
開
架
賢
教
、
論

議
之
間
人
々
感
歎
歎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

晩
頭
参
法
成
寺
、
従
昨
日
御
八

－講
始
也
、
両
殿
下
、
殿
上
人
済

々
参
入
、
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

右
大
臣
殿
従
内
参
御
堂
御
ハ
講

結
、
今
夕
御
堂
御
ハ
講
、
権
大
納
言

以
下
枝
参
云
々
、
堅
者
興
福
寺

明
進
得
業
也
、
探
題
賢
律
師
永
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○
康
和
五
年
ト
ー
月
借
日

○
康
和
五
年
十
二
月
四
日

〇
良
治
元
年
八
月
一
日

○
長
沼
元
年
八
月
二
日

○
長
流
元
年
八
月
四
日

○
長
流
元
年
八
月
五
日

○
長
流
元
年
八
月
六
日

○
長
沼
元
年
八
月
七
日

○
良
治
元
年
十
一
月
廿
九
日

縁
、
問
者
、
勝
逼
、
已
講
兼
禅
、

慶
昭
、
慶
高
、
寛
厳
、
往
記
覚

勝
。
　
　
　
　
　
　
―

　
（
今
夜
御
堂
御
ハ
講
、
堅
者

興
福
寺
明
濯
７
　
　
　
）

－
１
－
連
車
御
堂
御
ハ
講
初
也
、

－
－
‐
‐
講
師
権
少
憎
都
祁
勝
観
、

問
者
已
講
水
漬
、
賢
豪
、
－
－

　
　
　
　
　
　
　
―

晩
頭
参
法
成
寺
、
御
ハ
講
結
願

日
也
、
入
道
殿
御
忌
日
也
、
－

　
　
　
　
　
　
　
　
―

今
日
於
弘
微
賤
破
行
御
ハ
講
、

今
明
禁
中
御
者
忌
也
、
１
－
－

　
－
御
ハ
講
第
二
日
也
、
御
物
忌
之

日
也
、
－
―
－

是
依
大
神
官
事
有
此
御
物
忌
、

　
－
御
ハ
講
延
引
、

北
野
祭
也
、
御
ハ
講
又
以
延
引
、

御
八
講
五
巻
日
也
、
人
々
捧
物

奉
行
事
所
了
、
－
―

早
旦
那
芳
門
院
忌
日
、
内
大
臣

以
下
公
卿
七
八
入
参
入
六
条
殿

御
堂
、
任
例
講
説
云
々
、
依
内

裏
御
結
願
朝
間
披
急
行
者
、
１

　
　
　
　
　
　
１

晩
頭
参
御
堂
、
御
ハ
講
初
也
、

○
長
浜
二
年
二
月
十
日

○
長
流
二
年
二
月
十
二
日
力

○
長
治
二
年
二
月
十
七
日

○
嘉
禾
元
年
三
月
八
日

○
安
永
元
年
ト
一
月
廿
九
日

○
高
承
元
年
十
二
月
朔
日

○
安
永
二
年
閉
ト
月
十
二
日

○
高
承
二
年
閉
十
月
十
三
日

○
真
水
二
年
十
一
月
枡
目

講
師
権
律
師
増
珍
、
ｉ
－
－

今
日
院
於
鳥
羽
殿
令
行
法
華
八

－
講
結
云
々
、
八
ケ
日
、
問
者
講

師
ハ
人
、
内
大
臣
以
下
公
卿
十

余
人
参
入
云
々
、

今
日
午
割
註
参
入
鳥
羽
殿
、
従

一
昨
日
有
講
説
之
辰
也
、
民
部

聯
以
下
ハ
人
参
集

１
１
－
御
八
講
結
願
也
、
内
大
臣

以
下
公
卿
廿
人
註
参
入
、

今
日
院
於
ハ
幡
披
行
御
ハ
講
、
－

早
員
退
出
、
中
特
許
参
法
政
寺
、

　
－
御
ハ
講
、
講
即
応
覚
律
師
、
朝

座
門
者
智
尊
律
師
、
夕
座
増
珍

律
師
。

　
　
　
　
　
　
ｉ

次
拳
法
政
寺
御
ハ
講
、
朝
座
問

者
阿
開
架
忠
禅
、
－
－
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－

今
日
中
宮
奉
為
先
帝
披
修
ハ
講
、

掲
未
刻
許
参
堀
川
院
、

晩
頭
参
中
宮
御
ハ
講
、

左
衛
門

僣
以
下
公
卿
ハ
人
参
入
、
朝
座

永
禄
僧
都
、
夕
座
已
講
禅
仁
、

人
夜
陰
事
丁
退
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

晩
頭
参
法
成
寺
、
依
御
ハ
講
初
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○
嘉
禾
二
年
十
二
月
三
日

○
大
仁
元
年
十
一
月
晦
日

○
大
仁
元
年
十
二
月
四
日

○
天
水
二
年
五
月
五
日

○
天
永
二
年
七
月
十
九
日

○
天
水
二
年
七
月
廿
二
日

○
天
水
二
年
十
一
月
廿
九
日

○
天
水
三
年
五
月
五
日

○
天
水
三
年
五
月
六
日

也
、
－
―

　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

不
出
仕
、
後
聞
、
御
堂
御
ハ
講
、

公
卿
四
五
人
参
集
。

　
　
　
　
　
―

晩
頭
参
御
堂
御
八
講
、
有
大
将
、

権
大
納
言
、
予
、
―
‐
‐
－
講
師
已

講
禅
仁
、
朝
座
問
者
律
師
智

尊
、
－
―

晩
頭
参
殿
下
、
為
御
共
参
法
成

　
　
―

寺
、
御
ハ
講
結
願
也
、
（
今
日
入

道
殿
下
御
忌
日
也
）
朝
座
問
者

忠
尋
、
－
・
‐
‐

　
　
　
　
　
　
－

従
今
日
円
宗
寺
御
ハ
講
始
也
、

可
動
上
郷
之
由
有
院
宣
、

申
時
許
依
御
国
忌
参
入
尊
勝
寺
、

先
参
阿
弥
陀
堂
御
念
仏
、
内
大

臣
以
下
諸
卿
十
三
人
参
入
、
－

　
－
御
ハ
講
始
、
先
上
郷
民
部
卿
仰

有
夫
弁
令
打
鐘
、
１
１
－

　
　
　
　
　
－

次
参
尊
勝
寺
御
八
講
結
願
、
－

　
　
　
　
１

今
日
御
堂
御
八
講
始
也
、
－
１
－

　
　
　
　
　
１

今
日
円
宗
寺
御
ハ
講
始
也
、
予

雖
為
上
郷
依
忌
日
不
参
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

未
時
評
参
円
宗
寺
、
御
ハ
講
行

之
、

○
天
水
三
年
五
月
八
日

○
天
水
三
年
七
月
廿
一
日

○
天
水
三
年
七
月
廿
二
日

○
天
水
三
年
十
一
月
掛
日

○
永
久
二
年
五
月
五
日

〇
永
久
二
年
五
月
六
日

○
元
永
元
年
七
月
十
九
日

○
元
永
元
年
九
月
五
日

○
元
永
元
年
九
月
廿
二
日

早
旦
参
円
宗
寺
御
ハ
講
結
願
、

申
時
評
参
尊
勝
寺
講
堂
、
御
ハ

講
五
巻
日
也
、
而
無
別
儀
、
－

朝
座
始
、
講
師
権
律
師
寛
厳
、

米
穀
許
参
尊
勝
寺
御
八
講
帖
顕
、

民
部
聯
、
右
衛
門
打
抜
参
、
朝

座
講
師
長
径
巳
講
、
夕
座
講
師

厳
勝
巳
講
、
―
－

御
堂
御
ハ
講
初
也
、
予
依
日
者

毎
日
束
帯
之
間
、
神
心
屈
不
参

仕
也
。

　
　
　
　
　
―

今
日
円
宗
寺
御
ハ
講
始
也
、

後
三
条
院
御
国
忌
也
、
依
催
参

　
　
　
－
　
　
―

円
宗
寺
御
八
講
、
－
－
先
御
八

―講
朝
夕
両
座
了
、

堀
川
院
御
国
忌
也
、
於
尊
勝
寺

披
御
ハ
講
御
念
仏
、

為
参
春
日
神
社
、
卯
穀
出
洛
。

　
　
　
　
　
　
ｉ

－
‐
‐
近
日
御
社
御
ハ
講
之
比
也
、

掲
西
垣
儲
講
趨
也
、
二
季
恒
例

　
―
御
八
講
也
。

　
　
　
　
１

年
来
法
界
寺
ハ
講
初
日
也
、
件

１ハ
講
料
捧
物
等
皆
悉
逆
子
、
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○
瓦
永
二
年
五
月
五
日

○
元
永
二
年
七
月
十
九
日

○
元
永
二
年
七
月
廿
二
日

○
元
永
二
年
九
月
八
日

○
元
永
二
年
九
月
十
三
日

○
元
永
二
年
九
月
廿
四
日

○
元
永
二
年
九
月
廿
七
日

○
元
永
二
年
十
月
五
日

〇
元
永
二
年
十
一
月
掛
日

　
　
　
－

円
宗
寺
御
ハ
講
始
、
－

依
堀
川
院
御
国
忌
、
申
時
評
参

尊
勝
寺
、
先
阿
弥
陀
堂
御
念
仏
、

－
披
始
御
ハ
講
、
朝
座
講
師

禅
仁
律
師
供
養
御
経
、

　
　
　
－

尊
勝
寺
御
ハ
講
結
願
也
、
掲
中

時
評
参
入
、
源
大
納
言
、
右
衛

門
僣
―
－
朝
座
始
、
講
師
巳
講

覚
基
、
問
者
真
尊
、

晩
頭
参
院
、
－
雖
御
物
忌
参

　
　
　
　
　
　
－

御
出
居
、
可
彼
行
ハ
誰
彼
沙
汰

也
、
左
中
弁
為
隆
祗
候
、
及
深

更
退
出
、

午
時
評
参
院
、
次
参
一
条
殿
御

所
、
次
参
殿
下
、
今
日
御
ハ
講

定
也
、

晩
頭
参
殿
下
、
大
憎
正
枝
参
逢

　
　
　
－

之
間
、
御
ハ
講
講
師
問
者
次
第

披
沙
汰
、
及
深
更
退
出
、

巳
割
前
束
帯
参
殿
下
、
－
－
－
未

時
評
事
了
、
是
御
ハ
講
習
礼
也
。

　
　
　
ｉ

天
晴
、
御
八
講
結
願
也
、
－
―
－

未
特
許
参
殿
下
、
依
法
成
寺
御

－ハ
講
初
、
為
殿
下
御
共
参
御

○
保
安
元
年
五
月
五
日

○
保
安
元
年
七
月
十
八
日

○
保
安
元
年
七
月
十
九
日

○
保
安
元
年
九
月
廿
三
日

○
保
安
元
年
九
月
廿
六
日

○
保
安
元
年
十
一
月
廿
九
日

○
大
治
二
年
九
月
廿
一
日

○
大
治
二
年
九
月
計
三
日

○
大
治
二
年
十
一
月
廿
九
日

○
大
治
二
年
十
二
月
二
日

堂
。
　
　
　
　
－

又
円
宗
寺
御
ハ
講
初
、
上
柳
沼

部
柳
云
々
。

　
　
　
　
－

尊
勝
寺
御
ハ
講
間
頗
有
其
憚
、

可
用
廿
七
日
之
由
有
御
気
色
也
、

　
　
又
講
堂
御
ハ
講
始
、
予
依

為
楽
弊
上
郷
不
参
仕
也
、

従
今
日
此
寺
ハ
講
始
、
是
入
道

三
位
忌
日
也
、
－
－

　
　
　
　
―

今
朝
此
寺
八
講
結
願
、
―
－
－

　
　
　
　
―

今
夕
御
堂
御
ハ
講
如
形
披
行
云

々
、
従
昨
日
恒
例
ハ
講
披
行
也
、
掲

相
具
中
将
右
少
弁
、
捧
物
所
送

本
寺
別
当
也
。

　
　
　
　
　
　
　
－

日
野
入
道
、
忌
日
、
ハ
講
結
願

也
、
御
堂
御
ハ
講
始
也
、
掲
中
持
参

御
堂
、
―
―
実
説
僧
都
以
下
引

列
昇
、
講
師
巳
講
党
情
、
読
師

就
礼
盤
礼
仏
、
登
高
座
、
－
Ｉ
Ｉ

　
－
御
ハ
講
五
巻
日
也
、
中
持
参
御

堂
、
右
兵
衛
督
披
参
、
朝
座
事

了
、
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○
大
治
四
年
五
月
五
日

○
大
治
四
年
七
月
十
日

○
大
治
四
年
七
月
十
九
日

○
大
治
四
年
七
月
廿
二
日

○
大
治
四
年
十
一
月
掛
日

○
大
治
五
年
五
月
五
日

○
大
治
五
年
五
月
八
日

○
大
治
五
年
七
月
十
九
日

○
大
治
五
年
十
一
月
廿
九
日

○
大
治
五
年
十
二
月
四
日

円
宗
寺
御
凡
庸
、
上
郷
源
中
納

言
、
行
事
右
少
弁
宗
成
、

－
－
頭
弁
送
消
息
云
、
米
十
九

日
尊
勝
寺
御
ハ
漢
奸
御
念
等
儀

何
様
可
親
政
、
－

尊
勝
寺
御
ハ
庸
不
可
止
也
、
是

御
忌
日
也
、
１
－
－

　
　
　
　
１

尊
勝
寺
御
ハ
講
初
日
也
、
是
堀

川
院
御
忌
日
也
、
－
Ｉ
朝
座
始
、

講
師
已
庸
追
捕
、
１
１
－
－

　
―
御
八
講
結
願
早
旦
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
－

晩
景
拳
法
成
寺
、
御
ハ
講
始
也
、

殿
下
兼
拳
給
、
－
－

　
　
　
　
　
－

今
日
円
宗
寺
御
八
講
始
也
、
－

　
　
　
　
－

円
宗
寺
御
ハ
講
終
、
予
不
参

入
、
－
―
－

尊
勝
寺
御
ハ
講
始
、
上
郷
源
中

納
言
、
行
事
右
少
弁
宗
成
、
予

有
転
々
植
気
不
参
也
。

　
　
－

御
堂
御
ハ
講
始
、
殿
下
参
御
、

講
師
寛
厳
已
講
、
－

御
ハ
講
結
願
也
、
関
白
殿
、
民

部
郷
、
新
中
納
言
、
宰
相
中

将
、
―
－
１

○
長
承
元
年
二
月
廿
八
日

○
長
承
元
年
十
一
月
廿
九
日

○
長
承
二
年
七
月
三
日

○
長
承
二
年
七
月
四
日

○
長
承
二
年
七
月
七
日

○
長
承
三
年
七
月
三
日

○
長
承
三
年
十
一
月
枡
目

○
保
延
元
年
五
月
五
日

○
保
延
元
年
五
月
七
日

　
　
　
　
　
ｊ
－

新
大
納
言
実
行
八
講
云
々
、
ｉ

　
　
　
ｊ

御
堂
御
ハ
講
初
日
也
、
講
師
真

源
已
講
、
－
－

法
勝
寺
白
河
院
御
ハ
講
始
也
、

講
師
ト
人
、
問
者
十
人
、
五
ヶ

日
也
、
於
阿
弥
陀
素
破
行
、
院

有
御
幸
、
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

午
許
時
院
御
幸
法
勝
寺
御
ハ
講

云
々
、

今
日
白
河
院
御
国
忌
御
ハ
講
結

願
也
、

巳
一
点
参
法
勝
寺
阿
弥
陀
堂
、

僧
侶
四
五
人
参
入
、
源
大
納
言
師

頼
郷
破
早
、
不
堪
忌
騎
馬
早
参

馬
之
由
枝
中
、
‐
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

於
法
勝
寺
岡
弥
陪
堂
故
院
御
ハ

ー講
始
、
五
箇
日
、
講
師
ト
人
、

聴
衆
十
人
、
－
―
―
－

　
　
　
－

御
堂
御
ハ
講
始
、
有
小
所
労
不

参
入
也
、
講
師
済
円
已
講
、

　
　
　
　
ｊ

円
宗
寺
御
ハ
講
始
、

　
　
　
　
－

円
宗
寺
御
ハ
講
五
巻
日
也
、
近

代
上
達
部
殿
上
人
不
参
、
只
復

上
郷
参
入
云
々
、
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○
保
延
元
年
七
月
三
日

○
保
延
元
年
七
月
七
日

○
保
延
元
年
七
月
廿
二
日

○
保
延
元
年
十
一
月
九
日

○
保
延
元
年
ト
二
月
四
日

○
保
延
三
年
七
月
三
日

○
保
延
三
年
七
月
四
日

　
　
　
　
Ｉ

法
勝
寺
御
ハ
講
始
、
於
阿
弥
陀

堂
行
之
、
講
師
十
人
、
聴
衆
十

人
、
－
－
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
―

白
河
院
御
忌
日
、
御
ハ
講
結
願

也
、
掲
午
時
評
参
法
勝
寺
阿
弥

陀
堂
、
－
朝
座
講
師
資
雅
己

講
、
タ
座
講
師
律
師
覚
誉
―

尊
勝
寺
御
ハ
講
結
願
、
院
有
御

幸
云
々
。

　
　
　
１

御
堂
御
八
講
始
、
講
師
厳
意
己

講
、
御
八
講
結
願
、
入
道
殿
御
忌
日
、

院
従
今
日
五
ケ
日
之
間
、
於
法

勝
寺
阿
弥
陀
堂
、
為
故
白
河
院

御
披
行
ハ
講
、

　
初
日
朝
座
講
師
法
印
権
大
僧

都
隆
資
、
問
者
忠
悛
阿
開
架
、

夕
座
講
師
権
律
師
宗
資
、
問
者

覚
珍
得
業
、

朝
座
講
師
法
印
権
律
師
寛
雅
、

問
者
神
智
阿
開
梨
、
夕
座
講
師

法
橋
惟
寛
、
問
者
覚
貨
財
開
架
、

　
（
以
下
、
五
日
・
六
日
・
七
日

に
、
各
々
朝
座
、
夕
座
の
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
問
者
の
名
前
を
記
す
し

　
以
上
が
、
『
中
右
記
』
の
中
に
、
出
て
く
る
「
法
華
ハ
講
」
で
あ
る
。

　
此
れ
等
の
中
に
は
、
只
単
に
「
法
華
ハ
講
」
が
、
何
処
其
処
で
、
実

施
さ
れ
た
と
い
う
も
の
も
、
含
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
其
れ
等
争
省
い

て
、
「
法
華
凡
庸
」
の
姿
・
有
様
を
伝
え
る
も
の
の
み
を
、
取
り
上
げ
て
、

問
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
こ
Ｉ
）

　
　
「
法
華
八
謝
」
は
、
前
述
し
た
様
に
、
『
法
華
経
』
の
八
巻
を
、
四
日

に
分
け
て
、
朝
夕
二
座
ず
つ
、
謝
ず
る
謝
金
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

四
日
の
中
で
は
、
特
に
第
三
日
の
朝
座
が
、
「
提
婆
達
多
品
」
を
講
じ
、

薪
の
行
道
が
、
お
こ
な
わ
れ
る
事
で
、
周
知
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
具
体
的
な
例
を
、
長
流
元
年
二
Ｉ
○
四
）
八
月
一
日
の
ハ

講
の
例
を
、
引
い
て
見
て
み
た
い
。
『
中
右
記
』
に
は
、
「
於
弘
徽
殿
抜
行

御
八
講
」
と
い
う
、
書
き
出
し
で
、
始
ま
っ
て
い
る
八
謝
で
あ
る
。
こ
の

謝
は
、
堀
河
院
が
生
け
で
あ
る
、
贈
太
皇
太
后
藤
原
賢
子
の
、
後
世
の

菩
提
の
為
に
、
修
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
原
賢
子
は
、
右
大
臣
源
顕
房

の
女
で
。
関
白
芦
原
師
実
の
養
女
で
あ
る
。
白
河
天
白
．
Ｅ
の
中
宮
と
な
り
、

場
河
院
・
都
万
門
院
等
、
三
男
三
女
を
、
も
う
け
た
。
応
徳
元
年
九
月
二

九
百
に
、
二
十
七
才
の
若
さ
で
、
兪
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
堀
河
院

の
御
嘆
き
は
、
一
万
で
は
無
か
っ
た
。
そ
の
御
様
子
に
つ
い
て
は
、
『
栄

革
物
語
』
（
紫
野
）
や
『
古
今
談
』
（
巻
ニ
ノ
五
十
四
）
等
に
、
し
る
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
『
宸
筆
御
ハ
謝
記
』
に
は
。

　
場
所
院
。
　
　
長
流
元
年
八
月
朔
口
抜
行
同
ハ
講
。
（
宸
筆
金
泥
法
花
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経
云
々
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
義
者
二
人
。
講
師
八
事
之
内
。
一
人
兼
証
義
。

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
衆
廿
人
云
々
。
交
名
不
知
之
。

と
あ
る
。
『
殿
暦
』
（
藤
原
忠
実
）
等
に
も
、
記
事
が
あ
る
。

　
宣
陽
殿
に
、
公
卿
が
集
合
し
て
、
「
出
座
・
着
座
の
趣
」
を
伝
え
る
鐘
に

よ
っ
て
、
和
徳
門
、
承
香
殿
の
北
道
を
通
り
、
弘
徽
殿
の
南
戸
よ
り
、
庄

内
に
は
い
る
。
着
座
し
た
後
で
、
楽
が
始
ま
り
、
衆
憎
が
参
上
す
る
。

　
（
衆
憎
は
、
玄
禅
門
に
参
集
し
、
西
廊
の
北
面
に
床
子
を
立
て
、
幔
を

引
き
回
し
て
作
っ
た
、
集
会
所
に
、
待
機
し
て
い
た
。
）
そ
の
道
順
は
、
「
経

弘
徴
殿
西
南
、
天
常
寧
殿
南
昇
街
街
戸
、
昇
従
弘
微
殿
東
中
陰
前
座
」

し
た
の
で
あ
る
。
人
堂
の
順
序
は
、
「
威
儀
師
・
証
義
者
（
二
人
）
・
講
師

　
（
七
人
）
・
聴
衆
（
廿
人
）
で
あ
る
。
天
堂
し
着
座
す
る
と
、
楽
が
止
む
。

　
読
師
兼
禅
登
高
座
↓
舞
（
万
才
楽
・
青
海
波
等
）
↓
堂
竜
子
四
人

　
（
蔵
人
木
工
頭
為
隆
・
右
衛
門
佐
家
保
等
四
大
役
之
）
↓
威
儀
師
打
啓

　
↓
唄
師
発
音
↓
堂
童
子
分
花
筒
散
花
（
花
筥
迫
置
）
（
こ
の
間
に
）
取

　
願
文
、
睨
顔
役
講
師
↓
玩
読
師
表
白
↓
読
御
願
文
、
（
已
及
秉
燭
供
掌

　
燈
１
講
師
座
前
・
御
前
・
聴
衆
座
前
公
卿
座
前
・
中
宮
御
所
前
）
↓

　
修
御
薦
誦
ぺ
爰
従
院
有
御
誦
経
）
↓
法
事
了
論
議
、
（
問
者
興
福
寺
経
禅
）

　
↓
呪
願
法
印
覚
信
二
礼
↓
已
講
水
漬
着
礼
盤
↓
有
行
香
（
左
大
臣
以

　
下
公
卿
七
人
）
↓
事
了
次
第
退
下
、
（
人
々
徘
徊
南
馬
道
辺
）

以
上
が
、
初
講
の
様
子
で
あ
る
。
禁
裏
で
実
施
さ
れ
た
ハ
講
、
と
言
う

事
も
あ
っ
て
、
大
規
模
で
あ
る
。

　
第
二
日
目
は
、
翌
日
の
八
月
二
日
に
、
行
わ
れ
て
い
る
。
二
日
は
、

初
日
や
三
日
に
比
べ
る
と
、
記
録
の
様
子
が
、
簡
単
で
あ
る
。

　
朝
服
の
講
師
は
、
権
律
師
増
珍
。
問
者
は
、
陽
禅
・
良
慶
・
隆
覚
の

　
三
人
。

　
夕
服
の
読
師
（
講
師
？
）
は
、
権
律
師
永
禄
。
問
者
は
、
範
延
・
経

　
賢
・
忠
司
の
三
人
。

　
第
三
日
目
の
講
が
、
実
施
さ
れ
た
の
は
、
六
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
八
月
三
日
は
、
日
記
が
空
白
で
あ
る
。
（
ハ
講
も
実
施
さ
れ
て
は
、

い
な
い
様
子
で
あ
る
。
）
八
月
四
日
は
、
「
御
ハ
講
延
引
、
（
先
例
依
田
延

引
ご
、
五
日
も
又
、
延
引
（
北
野
祭
）
で
あ
る
。
従
っ
て
ご
二
日
後
の
六
日
に
、

第
五
巻
か
ら
、
行
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
日
目
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
提
婆
達
多
晶
」
が
講
じ
ら
れ
る
、

所
謂
「
薪
の
行
道
」
の
、
あ
る
日
で
あ
る
。
『
中
右
記
』
の
記
載
も
又
、
詳

細
で
あ
る
。
次
の
様
な
順
序
で
、
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
　
（
午
剋
許
）
内
大
臣
以
下
公
卿
多
数
参
集
↓
（
未
三
点
打
鐘
）
↓
内

　
大
臣
以
下
参
弘
徽
殿
↓
僧
侶
参
上
・
胡
座
始
（
講
師
権
律
師
公
伊
）
↓

　
堂
童
子
着
座
↓
散
花
（
阿
問
梨
範
心
）
（
此
間
楽
屋
）
↓
（
僧
侶
下
立

　
車
座
）
舞
人
楽
人
左
有
相
交
、
一
行
列
行
道
↓
（
次
）
衆
僧
（
証
義

　
者
以
下
次
第
列
立
）
・
（
次
）
荷
薪
・
菜
龍
・
水
桶
蔵
人
三
人
（
持
之
相

　
従
）
・
（
次
）
侍
従
諸
大
夫
四
位
五
位
廿
人
↓
蔵
人
頭
顕
実
朝
臣
以
下
殿

　
上
人
付
人
許
列
之
・
（
次
）
蔵
人
雑
色
衆
等
十
余
人
、
取
捧
物
火
脚
相

　
従
之
、
（
南
行
石
垣
三
匝
、
了
置
捧
物
於
御
前
）
↓
（
次
）
蔵
人
所
衆

　
等
出
前
庭
取
捧
物
、
掃
部
寮
撤
趨
、
（
是
依
有
舞
也
）
↓
説
法
子
論
義
、

　
　
（
問
者
寛
厳
・
寛
樹
）
↓
事
子
僧
侶
退
下
、
（
楽
）
↓
事
了
公
卿
退
下
。

以
上
が
、
三
日
目
の
様
子
で
あ
る
。
薪
・
菜
・
水
桶
を
持
ち
、
順
次
に
、

行
道
し
て
い
く
、
講
会
の
趣
が
、
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
又
、
非
常
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に
華
や
か
な
舞
が
、
実
施
さ
れ
て
い
る
様
子
も
、
よ
く
解
る
。

　
扨
て
、
結
願
の
日
で
あ
る
、
七
日
の
様
子
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
そ
の
様
子
を
、
略
述
し
よ
う
。

　
　
（
未
剋
許
）
内
大
臣
以
下
参
集
杖
座
、
兼
居
要
領
、
－
－
中
剋
左
中

将
悛
忠
義
朝
臣
召
公
卿
、
人
々
参
上
、
－
僧
侶
参
上
↓
堂
童
子
着
座

↓
朝
座
（
講
師
已
講
定
円
）
・
問
者
（
範
心
・
覚
基
・
覚
悛
）
。

そ
の
描
写
は
、
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　
　
「
法
華
ハ
講
」
の
姿
・
有
様
を
伝
え
る
も
の
の
中
で
、
特
に
長
沼
元

年
八
月
一
日
を
、
例
に
引
い
て
、
八
講
の
具
体
的
な
姿
を
、
見
て
来
た
。

こ
れ
は
、
宮
中
で
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
ノ
百
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

大
変
大
規
模
で
あ
り
、
ま
た
華
麗
で
あ
る
。
正
に
、
仏
教
色
を
特
っ
た
、

一
大
行
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
一
幅
の
絵
を
見
る
様
な
感

じ
は
、
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
教
を
よ
り
深
く
、
理
解
し

て
、
行
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
甚
だ
希
薄
で
あ
る
と
、
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

　
表
白
を
読
み
、
願
文
を
読
み
、
風
誦
を
修
す
、
↓
法
事
了
　
　
初
日

　
説
法
了
論
義
↓
（
僧
侶
退
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日

と
言
う
、
簡
単
な
一
言
で
、
か
た
ず
け
ら
れ
て
し
ま
い
、
法
事
は
終
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

っ
て
し
ま
う
。
今
日
の
、
我
々
の
認
識
で
み
る
と
、
講
と
言
う
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
講
会
の
内
容
に
こ
そ
、
重
点
が
あ
っ
て
、
し
か
る
べ
き
で

は
、
な
か
ろ
う
か
と
、
考
え
が
ち
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
に
関
す

る
、
記
載
の
少
な
さ
に
、
奇
異
の
感
じ
さ
え
、
抱
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
、
記
載
の
仕
方
の
中
に
こ
そ
、
当
時
の
人
々
の
、
講
登
に

寄
せ
る
、
願
望
や
興
味
を
、
感
じ
と
る
事
が
、
出
来
る
の
で
あ
る
。
既

に
、
以
前
、
拙
稿
（
中
古
日
記
に
み
え
る
唱
導
儀
式
と
そ
の
う
け
と
り

方
其
一
　
・
別
府
大
学
紀
要
二
六
号
）
で
、
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

清
登
は
、
そ
こ
で
、
説
法
を
通
し
て
、
説
か
れ
て
い
る
、
仏
法
の
内
容

を
、
理
解
し
て
、
仏
教
に
帰
依
し
て
い
く
と
い
う
事
に
、
中
心
の
課
題

が
、
あ
る
の
で
は
無
い
。
何
回
も
清
登
を
行
い
、
そ
れ
に
、
結
縁
す
る

事
に
、
重
大
な
関
心
を
、
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
、
こ
れ

ら
は
、
当
時
一
般
に
、
言
い
う
る
事
で
、
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
　
註
　
　
『
中
右
記
』
の
本
文
は
、
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）

　
　
　
　
　
に
よ
る
。
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